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　2。第1鉱体北方の2つの鉱体の採鉱を行う。

　なお目下坑内出鉱の主体を占めてV・る，第2鉱体の十

一坑以上の部分の形状が殆んど確認されていないから，

四坑取明及び掘進によつて，その部分の形を確め鉱量を

更に確実に推定したV・。これは採鉱計圃にも直接の関係

をもつ。

　3。次に広範な地質調査を行つて変質帯の分布を明か

に・したい6

　採鉱の方針：

　1。　変質帯の硫化青典議力：水籔原鉱として使用し得るこ

とになれぼ，採鉱と探鉱とは非常に容易且つ計画的に行

い鴛る。何となれば硫化鉄を含まなV・鉱床の探鉱の爲に

掘進される坑道も，多くの場合広い硫化青蟷帯を通るか

らである。

　2。他の地域の蝋石鉱床と同じように鉱石は所謂「落

込み」の現象を呈するので，正常のシユリンケージ法・

充墳採鉱法・ケ陣ピング法等は採用ずるのに困難が多い。

・特に表土の混入は避けねぼならぬので，グワーリー式

方法も不可である。従つて比較的堅V・変質帯を運搬坑濱

として保全『し，鉱体の内部では充分な間隔で鉱体め延長

方向に直角に幾つかの坑道を切り，それぞれの切立を切

羽として採掘を進め，落込みを侯つて再び採掘を行う方・

が容易であろう。しかし落込みの量が採掘量に達せぬ場

合は，15魚～10m間隔に，坑準を設け，’各坑準ごとに．残柱

空洞掘りを行い，上部坑道より残柱を払う方法も考えら

れる。

硫化青蝋は気候的制約のため全部の露天掘りは不利で

あるが，残柱空洞掘等を併用さ・ぜることが可能であろう。

　鉱扇の処理ξ利溺＝硫化青蝋の水簸物の品質別実収

率と，それぞれの環途に特に留意する必要カミある。見透

しとしては耐火度の比較的璽定したSK33とSK34の

ものが得られることが確定であり，一部試験ずみである。

將來牲；硫化青蟷の水簸が成功すれば，探鉱。採鉱・

鉱石の利用の面に於て共に困難性が減じ，明るV・見透し

を与える。

’因に25年12月末現在の水簸試験は，第1期計画に

よるモデノしタイプの一部完成して月産水簸物45tonを出

産している。

26年1月末1には完成，月産150ton以／上とな為予定・
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Places・are　pointed　out　for　core　dri1玉ing　in

these　mines　as　the　result　o｛this　prospecting

researchる　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

要 約

　昭和25年度における硫黄鉱床探査計醐実施の一部と

　して北海道精進川，両鱒川両鉱山におV・て電気探鉱法に・

　よる調査を実施 した。精進川鉱山においては現稼行中の

　鉱体附近1より南方約197，500m2の区域を探査し，その

　結果既蜘舘床附近では鉱床の西方に著しい負異状の分布

　及ぴ極めて高比抵抗の分布を認めた。これらの異常地帯

　は鉱床に接して分布する変質帯及び鉱床を含む地域に属

　し，その南部には潔部において粘土化帯に見られる如き

　低比抵抗を示すものがある6この附近は今後坑漬掘進に

　際して注意を要するものと思われる曳。又昭和24年度実

　施の試錐地の南々東20Qm附近の珪化帯と粘土化帯の

　境附近に負電位帯及び，．その西方に梢々高比抵抗を示す

　地械を見出した。その他本法では余り顯著な徴候が見ら

　れないが，区域南部の粕土化帯附近眞も更に探鉱の必要
』
が
認 められるものがある。これらに対して更に試錐探鉱一

　の必要が考えられ試錐地点としては先ず「ヤ8，9」，「ユ・

　7－10」の附近を適当と考える。その結果により更に区

　域南部の低比抵抗地帯に対しても考慮を払うべきである。

　　雨鱒川鉱山においては旧坑道の南端と思われる附近よ

　り南方えかけ約120，000m2区域を探査した。その結果自

　然電位法により見出された低電位帯は比抵叛法による高』

　比抵抗の分布帯に略々一致し，これは珪化帯に該当する

。ことがわかつた。この地帯には旧坑内の状況或は嘗で実

　施された試錐の結果等より考えると錺床の移在が期待さ

　れる。又区域南部の低比抵抗帯については，一応粘土化

　帯の如きものも推定されるが，その中に見出された正電

　位（高電位）帯附近に対しても，将来探鉱に際しで一応

　注意する価緯があると、思われる。その爲先ず「カ25」及び

　その附近に試錐実施の必要が考えられ，更に将来「ハ11」

　附近の試錐を考慮することが適当であろう。

1．緒 隅

　昭和25年8月下旬より9月下旬に亘る約1ヵ月問，

精進川鉱山。雨鱒川鉱山におV・て硫黄鉱床探査のため，
’
電
気 探鉱調査を実施した。ここにその結果を報告する。

’
本 調査におv・ては筆者の他本間一郎・堀川義夫が電気

探鉱を，中村烈男が測量を担当した。調査実施に際して

日本硫鉄株式会社・同精進川鉱業所長吉田雄吉氏及びそ

ゐ他の沓位には種々便宜，協力を与えられた。特に同社江

上文男氏には調査地の測線・測点の設定作業を担当して

頂V・た。ここに上記各位に対し深く謝意を表する次第で

ある。

　　　　　　　2．位置及び交遇

　精進川鉱山は北海道渡，島国亀田郡七飯村大字大沼に，

雨鱒川鉱山は同茅部郡鹿部村にある。何れも日本硫鉄株

式会祉の経営によるものである。国鉄砂原線油田園駅の

南東方に当り，それぞれ10～12kmの地にあつて，これら

と池田園駅前にある同社事務所との間にトラックを通じ

響る外，この事務所と精進川鉱山及び精進川鉱山と雨鱒

川鉱山との間には，索道が通じてV・て輸送は便利である。

・叉両鉱山の間は約2kmめ山道を以つて連絡してv・るじ

　　　　　　3．地形，地質及び鉱床

　両鉱山は横津岳の北斜面，標高500m内外の比較的緩

傾斜地帯にあつて，それぞれ横津岳に源を発する精進川，

雨鱒川に臨み，これ等2川は北流して折戸川に合し噴火

湾に注ぐ。鉱山阻近の地形は第1図に示した如くである・

　地質鉱床に関しては，昭和24年度当所猪木幸男捜官

による調査（北海道精進川鉱出及ぴ雨鱒川鉱山の硫黄鉱

床並びに，鉄鉱床調査報告〉及ぴ，今回の調査に先行して

行われた本所上野三義技官の調査があるので，ここにそ

の鞭髄べる・本地襟麟灘初期に紳噸出し
た蔵輝石安山岩（雨鱒熔岩）が広く分布し，北部には精進

川及び雨鱒川の浸蝕作用により，基底の安山岩質集塊岩

或は擬灰岩が露出L，その南部には同期の緑色凝灰岩が

見られるが，各々の墳界は明瞭でなV・。これらは共に横

津岳初期の火山漉動の噴出物で，それらの上に駒力岳の

火山噴出物たる火山灰』9浮石・火山砂等が堆積すろ。

　糟進川鉱山の鉱床は硫輩鉱床と褐鉄鉱鉱床よりなるが

褐鉄鉱は殆んど採掘’し尽され，現在稼行されているもの

は硫黄鉱床であつて，、硫気ガス，熱火等の作用により母

岩たる安山岩質集塊岩或は雨鯵熔岩を鉱染・交代して生、

じた鉱床で，鉱体は南北に延ぴ，落しの方向は殆んど垂

直の様で下部より上部に僅かに広がつてV・る。鉱床附近

の母岩は著しV・蛋白石化作題を受けており，又鉱床中に

は睡状又は輪状鉱をなして硫化鉄鉱が発達する。

　雨鱒川鉱山の鉱床は硫黄並ぴに，硫化鉄鉱鉱床と褐鉄

錨鉱床とよりなり，硫黄及び硫化鉄鉱鉱床はその坑道が

陥没し，現在では全く廃坑状態であつて詳細は判明しな

弐（が，筐かにこの鉱床の露出する剖分（褐鉄鉱鉱床第1鉱

床の南部）は比較的高品位鉱で，硫化鉄鉱は殆んど白鉄

鉱であつで，黄色の硫黄鉱と相伴つて一つの鉱床を形成

　し七v・る。旧坑内図に・よれば鉱床の規模は梢々大きく，延

長南北へ160m以上，厚さ30m以上，巾50m以，上で，

更鱒南部へ延びている様に思矛）れるとのことである。現
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在稼行中のものは硫黄タ硫化鉄鉱鉱床の↓部にあ

る褐鉄鉱第1鉱床であつて』その他本鉱山事務所

の北西部に第2鉱床がある。

4．電i籔探鉱

　（1）調畳融勺

野精蓮川鉱山　昭瀦24年度において硫黄鉱床開

発のため本所が試錐を実施し，その結果現坑道南’

端より南約70m附近の地下約62mに硫黄鉱床の

潜窪を認めた。更にその南部一1帯におけろ硫黄鉱

床の賦存状況を探査し，今後探鉱上の指針を得る

目的を以つて今回電気探鉱調査を実施 した。

　雨鱒川鉱山　本鉱山の硫黄鉱床は現在廃坑状態，

であるが1旧坑内図の状況よりなお相当量が存在

するものと思われ，その賦存状態を探査し，探鉱

上の指針を得るため，電気探鉱調査を実施した。

　（2．〉　調査方法

　精進川鉱山　昨年度実施の試錐点附近を過り．

南北方向に650mの基線を，又この線L50m毎

にこれに直交する『200～250mの測線を設置して，

基線及び各測線上に10m毎に測点を設け，第2図

の如く詑号・番号を附した。更に測定の結果，調

査区域の北西隅を北に150m，西に100m拡張して

図の如く測線・測点を設け，又測線ハーワ間には

「へ」，「メ」，「ユ」．，「ル」の4測線を設置したo本：、

鉱山で行つた探鉱方法は，自然電位法及び比抵抗

法であつて，自然電位法においては区域外の1定

点を基準とし，これと各測点との間の電位差を測・

定して自然電位分布図を作成，第3図に示した。

比抵抗法におV・ては2極法により各測線に沿V・電

極を配列，電極間隅（a）を20，40，60，80mの4

種につき10m毎に測定を行つて，その結果を比抵

抗分布図として第4図に示した。叉「0」線（よ一

タ間），r10」線（アーバ）間身ご沿い，電極を配列

し上記電極間隔を以て10m毎に測定を行V・，その

結果を第5図（図面省略）に示した。

雨輔川鉱山本鉱山に於いては，南北方向に300m

の基線を，・と』れに直交ずる250mの測線を50m．

毎に設置し，各測線上に10m醤に測点を設け，

更に区域を北に100m，東に100m拡張し，叉』測線

ほ一タ間には「は」「ウ」「ク」「ス」の4測線

を設置して，第6図に示す如く記号。番号を附し

た。本鉱山で実施し恥電気探鉱法は自然電位法及

び比抵銃法であつて，伯然電位法にお》て億区域

内の1定、点（「ク15」β付近）をi基準として，これシと
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奮測点との間の電位差を測定し，そ

の結果を自然電位分布図として，第

7，図に示した。比抵抗法においては

rほ」一rス．闘の各測線につき電随を

各・測線上に配列し，電極間隔（a）麹

20，40，60，80mの4種として，10m

毎に測定し，その結果を比抵抗分布

図として第8図に示し1た。叉基線

（r15、1線〉上に電極を配列して前記

沓電極間隔を以て10m毎に測定を

行い，その結果を第9図に示しえ。

　（3）調査結果

　精進川鉱山　自然電位法による測

定結果は，第3図に示した如くであ

る。爾測定結果解釈に資する浸め第

　　　　　　　　　　　　　　ぽ1，第2坑酒内に於いて自然電位を測

定しえ。現稼行中の鉱床内部に於V・

ては電位は低下し，鉱床の内外で30

－100mv程度の差が認められたo比

抵抗法による測定結果は第4，5図に

示した如くであつて，第4図では一

般に電極間隔（a）を増すに従い，そ

の比抵抗値は漸次小となるが，高低

比抵抗の分布状態は，略々類似の傾P

向が認められる。又第4図，第5図

を比較すると比抵抗値1こつ焔ては相

蓮する箇所も見られるが，分布状況

は爾者略々一・致した傾向が認められ

る。次に両法の結果を比較し更に地

質鉱床調査の結果と併せ考察する。

　①自然電位法にては正電位は精

進川の東側に分布し，区域南部では

一部ほ精進川の西側に拡がつている。

この正電位を示す地帯は殆んど変質

作用を受けなV・安山岩の分布する地

帯である。

　②調査区域北方の現稼行中の鉱

床を横断する測線では，鉱床附し近に

おいて自然電位法で負中心と認め碍

るものはないが，「カj線において

（一）160一（一）80mvの等電位線が東

方に偏して》るのは，鉱床に起因す

るものと思われる。

　③rほ。一と。」附近に（一）400mv

に蓬する負中心を得，比抵抗法では

ず
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a目20mの場合300kΩcm以上の極めて高比抵抗部が分

布す，るd負中心の位置は鉱床の西端より西へ約50m離

れており，坑内に於ける岩石の状態より安山岩の分布が

考えられる地帯である。然しながら，「ア」線に沿つて目然

電位・比抵抗の変化と鉱床との関係を調べて見ると，自然

電位異状は鉱床に接して分布す葛億岩の変質地帯並びに

磁1α綴20躍

支　一

　　　　　　　　　　笈一1
　　　　　　　　　　　クが

　．＼づo

報（第2巻第7号）

量

ノ／

ソ

房
　　｝

　　－

　　　　　　　　　　　に

　　　　　　　　　　　1　』
　　　　　　　　　　榔

鉱床を含めた区域であつてフ自然電位の勾配は東は鉱床

附近でi変化し，又西は比抵抗の変化する点附近において

i変つているカヨ，とのと二とは極めて注目す・べきと二とである。

　④rサ2」点附近に（一）240mv『程度の負中心及び400

kΩcm以上の高比鮪部が見られる．との附近は珪化作

用を受けた安山岩の分布地帯であつて，負中心友び高比

　　　抵抗は珪化帯と関連を有するものの如くである
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第4図　比抵抗分布図

、／5‘　　20　　Z5’

が，負中心の起因については③項に述べた負

、中心と併せ考察するごとも必要であつて．鉱床

に麹因する1負中心が，その後浸蝕・堆積等の

地表附近の状態変化によ一り，2個の負中心を生

じたことも考えられるが，これらに関しては現

段階においては決定し得な》。

　⑤　前年度実施された試錐地点rタ10J附近

　　　　　りは前述の負異常地域の東南端に．あつて，自然電

位は梢々高電位を示してV・るが，電位差も僅小

であり・試錐作業のた理〉地表状態の変化したこ

とを考えれば，この附近は殆んど等電位なるも

のと思われる。

　⑥又「ヤ15一ラ17」を軸として可なり広範囲

に拡がる（“）100mv以下の負電位が，疑、られる

が，ごれは前述の傾向と異り，比抵抗法にで北

酉方に高比抵抗）南東方から南方にかけて低比

抵抗分布め見られるその境附』近に存在する。地

表からの推定によると前者は珪化帯，、後者は粘

土帯に相当すると思われ，今後探鉱上注意すべ

き点である。’

　⑦「マ」線以北には「10」線を職としで，稻・

々高比抵抗部が分布する。現段階においては本

地域に於ける鉱床と母岩との間の比抵抗の関係

は判明しないが・上記高比抵抗を示す地帯は探

鉱上一応注目す歳きものであろう。

　⑧　 「ラ」線附近よ』り南音Bでは最抵上ヒ抵拡部をま

漸次西方へ拡がる傾向が見られるごこの阻折は

粘土化作用を受けた安山岩の見られる地帯であ

る。なお「10」線に沿》榎比抵抗を測定した結果

においても，同様低比抵抗を示し殊に「ウ」点

以南にお∀・て各種電極間隔で一致した比抵獄値

　　　　ノを示すと二とは注目ナ・べきと＝とである6，叉a警20m

の場合「ジ」点域南に比懸抗曲線の顯著な上昇

が認められるが，aを増した場合には余り著しく

な恥。

⑨＆識20mの比抵抗分布図におV・て「ナo－2」

鐵イ献ルθγ乙備に2・kΩm野鋤鮫的低購獺が為る

　　　　　　　が，電極間隔を増すに従い「チ。一タ5」の方向
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　　ゑ　　

・ズ

臨1

100 憩 0
厳熱臨嚥蔽ン覇蘇，禰硬踊欄誌繍一

10ず

。一＿一贈想第6図　雨鱒川鍍山電氣蝶鑛区鍼、期形及び測線図

に，延び，』旦つ，低比抵抗となり，a諸60m，畠Omの場合区

域南部の粘土化地帯に示す如き地抵抗を示す。このこと

は今後坑道掘進に際して注意すべきごとである。

雨鱒川鉱山’目然電位法による測定結果は第7図に示

した如くである。又比菰抗法による測定結果は，第8図

及び，第9図に示した。第＆図におV・ては電極聞隔（a）

を増すに従つて比抵抗値は小となり，又多少位置のずれ

は見られるが，高低比抵抗の分布状況は略々類似の傾向

がある。又第9図の比抵抗曲線も略庵」致した傾向が誌『

められ、る。

　次に両法の結果及び地質，鉱床調査の結果につき考察

「する。

　①　自然電位法にお“ては「ほ13，14」・附汲に（」）240

mv以下の低電位を示し，［これを囲んで200－280mvの

差を有ナる箏電位線が，略々150m2の区域中に集r感ト

る顯著な負中心を現出し，又・rス20，沁点附近にほ（繭）
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第7図　自然電位分布図

40mv以下の負電位を示し，この点の外縁より電位差約

60－80mvを有ずる低電位を碍た。その他r臨1，一ア28」

附近に（一）20mv以下の微かな低電位帯を見出した・な

おrぬ一湘附近，「カロ附近，「ナ12一ハ1ヨ附近には主中心

形成の傾向が微かに見られる。

②（＋）40mv以下の低電位帯は比抵抗法熔は，略々

50kΩcm以上の比較的高比抵抗を示し，負中心附近は最

高250kΩcm以上の高比抵抗を示している。区械西端部　，

附近の（＋）60mv以上の高電位帯中にはa蒜20mの場

合20kΩcm以上の糟々高比抵抗部が見られる。叉「15」

線に沿い比抵抗を測定した結果は，rイ』シ」聞に急激に

その悼を減じ，rジ」点以南において各種電極間隔によ

り殆んど一致し衆比抵抗値を示している。

　③地質調査の結果によれば，50kΩcm以上の高比抵

抗の見られる地帯は殆んど珪化帯であつて，その下部に

おいて一部鉱床が稼行された。嘗て坑道は北方より「ア」

線附近迄掘つた様委あるが，現在その詳細は不明である。

④旧坑内図の状況より負中心を現出した附近の地下

に鉱床が存葎するものと労えられ，著しい負異常はこの

軍位・7曜

鉱床並びにその近傍に分布する変算帯に

関連して起因するものの如く思われる。

　⑤本地域中雨鱒川東岸の3ヵ所に於

いて，昭和13’》15年頃試錐が行われたと

のことであり，その中，北の2ヵ所の位置

は第6図に示した。他の1ヵ所は川浴V・

に南へ更に50～60mの所との由である

が，その位置を発見し得なかつたため，図

示してなV、。試錐の結果は詳細不明であ

るが，何れも硫黄鉱に着した由，これらの

地点は自然電位図では（＋）40mvの等電

位線で囲まれた地帯にあり鉱床と低電位

との間に関連あるものの如く考えられる。

．止述の如く略々（＋）40mv以下の低電位

を示す地帯は50kΩcm以上の高比抵抗

を示し，珪化せる安山1：岩が分布する。そ

の下部には一部に於やて鉱床賦存が知ら

れているので，との地帯は更に探鉱を進

める必要が認められる。叉区域南部は極

めて低比抵折分布し，精進川鉱LUに於V・

て粉土化帯と考えられる地域と同程度の

比抵抗値を有するが，その中に・高電位を

示す地域は探鉱に際しで応注意を要する

ものと考える。

5．結 論

　　　　　縮蝶搬鉱山　本鉱山に於1いて実方蔵した

電気探鉱法は，目然電位法及び比抵抗法であるδ本調査で

は既螂鉱床と直接関係あると、思われる羅薯な異常を見出

し得なかつたが，現稼行中の鉱体の西端より西約50mの
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附近に顯薯な負中心を得，叉現第・

2坑道の南西端より南西方約50m

鮒近に負中心を鴛た。その赴因に

関しては未だ決定し得る段階に至

らなV・が，鉱床に接して分布する

母岩の変質地帯，並びに鉱床を含

めた地域に著しき異常が見られる

ことは注目すべきことである。叉

この異常帯の南部は深部に於いて

粘土帯に見られる如き，比抵抗を示

しており，今後坑適掘進に際して

注意する必要がある。その他昨年

度実施の試錐噛点の南々東約200

－250m附近には，広1範囲に拡がる，

梢々顯著な低電位帯を露た。この

、附近は珪化帯と粘土化帯との境附・

近に属するが，比i抵抗法によれば

この低電位帯の梢々西方北寄りに

（現鉱体の延長上と考えられる附

近に）梢々高比抵抗物質の分布が

認められこの地帯は更に試錐等に

より探鉱を進める必要があるもの
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と思われる。叉区域南部は自然電位法では顯著な異常は

認められないが，この附近は粘土化作用を受けた安両岩

の分布地帯であり，一応探鉱の要あるFものと考えられる。

よつて本鉱山では先ずrヤ8，g」r勘舶」附近に試錐を実

施することが適当と思われ，その結果により更に区域南

部の低比抵抗幣に対しても操鉱を進めるべきである。、

　雨鱒川鉱山　本鉱山に於いては，自然電位法及び比

抵抗法による調査を実施し，自然電位法により既知鉱床

の賦存すると考えられる附近に顯著な負中心を見出した。

そしてこの負中心を囲む低電位幣の分布と略々一致して

比抵抗法により高比抵抗物質が分布し，叉これは珪化幣

り ノ

第　9図　　比抵抗曲線図

プ
，・、

ぞ

の分布と一致ずることが判明した。旧坑内図及ぴ過去に

おける試錐の結果等より考えてこの低電位帯と鉱床との

聞に関聯性が認められるので1この地帯を堕に探鉱する

ことが必要である。叉区域南部の低比抵抗幣中に見られ

る正電位（高電位）考薯犀対しては，表土厚く地質状態は不

明であつて，直ちに鉱床賦存を期待することは困難であ

るが，探鉱に際して一一応考慮する価値あるものと，思われ

る。よつて先ずrカ2誌点或はその附近に試錐を窮施し・

て探鉱を進め，将来「ハ11」点附遊の試錐を考慮するこ
’
と
を
適 i当と考える。（昭和25年8　9月調査）
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